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● 会 長 報 告        鈴木 邦昭君 

皆さんこんばんは。 

本日の最終夜間例

会に会員の皆様、

そしてご婦人の皆

様にもご参加して

いただき、今年度

最後の例会をにぎ

やかに開催するこ

とができ、大変うれしく思います。ご参加あり

がとうございます。 

一昨年の 12 月に会長指名を受けてからの今日

まで、皆様には決して満足のいくものではなか

ったと思いますが、何とか次年度にバドンを渡

せることができそうで、まずはほっとしています。 

「Change is a Chance」変化はチャンスという

スローガンをかかげさせていただき今年度をス

タートいたしました。 

ロータリー活動をはじめ、コロナ過での日々の

生活・ご商売の中でよい変化は生まれたでしょうか? 

私自身が浅学菲才で、到底会長の重責を担う器

ではありませんので、自分自身を律し鼓舞する

という含みをもたせたテーマでもありました。 

以前は毎週水曜日の昼間に例会ということが、

ともすると面倒に感じられたことも多々あり、

また、伝統と歴史ある藤枝クラブの会長職を全

うすることは、無理をしてでも背伸びしなけれ

ばならないと見えないプレッシャーの中、スト

レスでもがくこともありました。 

そのような中でのこの一年は、様々な貴重な体

験や新たな人との出会いを通して、ロータリア

ンとして少しは成長・変化できたと感じています。 

また、例会運営以外の同好会活動や有志の会も、

人生に新たな色を足すことができるものとなり

ました。 

改めて親睦の大切さを感じさせていただき、ロ

ータリーの本質ともいうべき「入りて学び、出

でて奉仕せよ」という言葉の意味を理解できた

ように思います。 

そんな気持ちになれたのも土屋幹事をはじめ山

田副会長・理事の皆様そして会員の皆様のお力

添えを戴いたからと厚く感謝申し上げます。 

 

2016年に亡くなられた永六輔さんの言葉に「生

きているということは」という歌詞があります。 

 

生きているということは    

誰かに借りをつくること 

生きていくということは    

その借りを返してゆくこと 

誰かに借りたら誰かに返そう   

誰かにそうして貰ったように  

誰かにそうしてあげよう 

 

そのようなこころをもって次年度以降も微力な

がらロータリー活動をしていきたいと思います。 

結びに、来月からはじまる山田年度がすばらし

い成果が生まれ、活気あるクラブとして活動で

きます事をお祈り申し上げまして、私の最後の

会長報告とさせていただきます。 

一年間、大変ありがとうございました。 

 

● 出 席 報 告                

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

34／43 79.06％ 30／43 69.76％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○内田君 ○大杉君 ○北島君 ○杉山君 

河森君 ○鈴木舜君 ○平君 ○玉木君 

仲田晃君 ○松田君 

（２）メークアップ 

北島君（藤枝南 RC） 

 

● ビ ジ タ ー                      

鈴木 義弘ガバナー補佐（バルトン） 
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● ゲ ス ト                        

グェン ハイ リンさん（米山奨学生） 

歴史歌劇創造プロジェクト 

望月 智代様（ソプラノ） 

杉浦 久喜様（テノール） 

齋藤 大輝様（ピアノ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● R L I 終 了 証 ・委 嘱 状 授 与    

 

●●●最終夜間例会●●● 
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※ 開局日時は変更になる場合があります。 

    最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

《7 月の事務局開局日時》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／ 遠藤 達哉君  

太田 暢裕君  

杉浦 俊明君） 

月 火 水 木 金 
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事務局 

〒426-0037 

藤枝市青木 1-11-10 アクセス 21 

TEL054-647-2300 FAX054-647-2040 

E-mail: club1972@fujieda-rotary.org 

ロータリー、原点を見失うことなかれ 

退会に当たって    柳原寿男君 

 

ロータリーと関わって半世紀近くなり

ます。入会時から努めてことは、「親睦」

を介して「職業奉仕」でした。異なった

職業人がお互い専門家の立場で正確な

情報を交換し合い、相手のことを第一に

考えて付き合う会でした。それが何時頃

からか「財団・米山その他もろもろへの

寄付」「会員増強はいかに」「出席率云々」

「外部への宣伝、周知させる方法」等々

で費やされる会になっています。ロータ

リアンとしての人間形成の場はどこに

消えたのだろうか。 

 120 年前のシカゴの街は商業道徳の欠

如が目につくようになり、ロータリーが

誕生しました。さて日本の現状は如何で

しょう。商業道徳のみならず情報道徳も

欠けて、ウソ、偽り、騙し合いのニュー

スが溢れる毎日です。 

 1905 年シカゴロータリークラブが誕

生して 118 年、会員数も全世界で 119 万

人、日本全体で 8 万 4 選任と拡大しまし

た。しかし残念ながら「世界最大の慈善

団体」の評判から脱しきれない現状で

す。  

 藤枝 RC も形式にのみとらわれず、中

身のある会は如何にあるべきか、考え勉

強する必要があると思います。 

 

 【グルメ同好会】 

日時：6 月 15 日(木) 

場所：米山梅吉記念館ツアー 


